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NEWS（お知らせ）

金沢の旅館 ビンゴゲーム 長野 善光寺

目には、長野県小布施町を訪れる機会がありました
小布施探索 東京 Tさんに残

特に印象に残ったのが北斎館です。北斎館では、肉筆画や祭屋台の天井絵などを見る事でき
北斎の作品に対する情熱や当時の文化を身近に感じる事ができました。

そして観光の楽しみの一つでもある食事では、信州そばを頂きました。ボリュームのある蕎麦
を囲みながら旅先で仲間と食事をする時間も含めて楽しいひとときとなりました。

訪れ、標高1,500mの山奥によくもこんな巨大なものを造ったな！です。ダムの上から放水を
覗き込んで写真を撮ろうと思いましたが、あまりの高さに手も足もすくみ、一枚もまともな写真
が撮れませんでした（笑）。

建設時のとてつもない苦労を紹介する特設コーナーもあり見どころもたくさん。短い時間でも
十分楽しめました。何よりすごいのは、60年以上前に造られた黒部ダムが観光だけでなく今も
現役の発電施設として活躍している事で、建設維持管理に携わる皆様には感謝しかありません。

事前に「黒部ダムは行くのが大変だ」と聞いていましたが、実際に行ってみて、その意味を実感
しました。まさか、6回もバスやロープウェイを乗り継ぎ、文字通り山を越えて向かうとは思いま
せんでした。ようやく到着し、最後の階段に挑戦しました。上に登れば登るほど、ダムの大きさ
も相まって、下にいる人がどんどん小さく見えて、まるでミニチュアのようでした。
観光放水はとてもダイナミックな景色でした。

今回、黒部ダムのような大きな建造物を見るのは楽しいと感じたので、機会があれば他のダム
にも行ってみたいと思いました。大変ではありましたが、新しい楽しみを発見でき、思い出に
残る社員旅行になりました。

標高977ｍの美女平では、太く根を張る木々が山の荘厳さを感じさせてくれます。
ケーブルカーでトンネルを抜けるたびに霧が濃くなり、別世界へ引き込まれたような感覚に胸
が躍りました。また、標高2450ｍの室堂では、外へ歩みだすと一面の霧と寒さに包まれます。
ところが、ちょうどみくりが池に着いた頃、霧は一瞬で晴れ、山ならではの変わりやすい天候を
実感しました。雨予報でしたが、幸いにも傘の出番なく、とても楽しい社員旅行でした。

楽しみにしていたのが２１世紀美術館でした。様々な作品がある中、一番好きな作品は塩田千春
さんの《記憶の部屋》でした。無数の窓がつくる空間に思わず圧倒されました。どこか懐かしい
雰囲気もあり、窓のひとつひとつに誰かの記憶が詰まっているようで、とても印象に残りました。

もう一つの楽しみであった善光寺で一番印象に残ったのは六地蔵です。六地蔵は六道それぞれの
人々を救う仏様だそうで、静かに並ぶ姿と穏やかな表情から長い年月にわたり人々を見守って
きた温かさを感じました。

立山黒部アルペンルートで一番標高の高い室堂は、天気が良ければ山々の景色が素晴らしく

気の場所です。我々の到着時には気温が低く霧が出ていましたが、折角なのでみくりが池を
目指して遊歩道を進んで行きました。時々、風が吹いて霧が晴れるとうっすらと池の輪郭が
見えたり、対岸の小屋が見えました。ちょっとした高地散策ができました。

今回の親睦旅行では、新しく入社された方と同じ部屋になり、仕事の話だけでなく趣味や普段
の生活など色々な話をして、親睦を深める良い機会になりました。また、今回の旅行で特に楽し
みにしていた黒部ダムでは実際に現地に行ってみると、想像していた以上のスケールの大きさ
に驚きました。現地には黒部ダムの建設の歴史についても記載されており、険しい山中での工
事や資材の運搬など、完成までに多くの苦労があった事を長い年月をかけて造られた歴史も
感じる事ができ改めて知る機会になりました。

■４４期業績は好調に終了、取引先、社員の皆さまに御礼申し上げます。
■今月は、9月１０日から１２日までの社内親睦旅行特集号を組みました。
■次号にて４５期目標、九州半導体展そして東京新事務所を案内予定です。

２１世紀美術館 九州 Mさん

黒部ダム 東京 Wさん/大阪 Kさん

美女平と室堂 九州 Wさん/大阪 Nさん

印象に残ったのは、金沢２１世紀美術館と黒部ダムです。初めての現代アート美術館で、見ても
内容等を理解する事は少し難しかったですが、新しい世界を見ることができて面白かったです。

黒部ダムは、道のりが長く移動で疲れておりましたが、到着してダムを見てみると普段見る事の
できない景色を楽しむ事ができました。

不思議な世界 大阪 Tさん

社員旅行初日は、金沢の台所として知られる近江町市場を訪れました。私自身、約10年前に旅行
で訪れたことがあり、久しぶりの近江町市場でしたが、活気のある市場の雰囲気は当時と大きく
変わらず、懐かしさを感じました。一方で、以前と比べて外国人観光客の姿が多く、インバウンド
需要の高まりも実感しました。

市場では後輩とお店に入り、北陸ならではののどぐろ、ガスエビや岩ガキを堪能。
新鮮な海の幸と一緒に地酒も楽しみ、金沢らしい食を存分に味わいました。美味しい料理とお酒
を囲みながら、普段とは違った雰囲気の中で会話も弾み、社員旅行の良いスタートとなりました。

のどぐろと冷酒 東京 Mさん

仲良くなりました 九州 Yさん記憶の部屋 六地蔵
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